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世界に教会は必要ですか？ 

 

担当司祭 田丸 篤 

皆さんは、この世界に教会は必要ですか、必要だ

とするならそれはどうしてですかと聞かれたらどの

ように答えますか？私はこの問いを自分が行ってい

る入門講座の受講者の方々に問いかけてみました。

その中で、もしこの場所に戸塚教会がなかったら自

分はイエス様と出会うことはできなかった。同時に

戸塚教会があったおかげで、イエス様のことを知り、

今はイエス様と日々対話できるまでになることがで

きた。そのように答えてくださった方がおられまし

た。この世界に教会が必要な理由はいろんな事をあ

げることができると思います。でも忘れていけない

大切なことは、教会はイエス様を指し示し、イエス

様と出会い、その出会いを深めるために存在してい

るということです。教会がいわゆる公民館や地域セ

ンターと異なるのは、そこにイエス様の存在を意識

するということを中心に置いていることです。 

私たちは、やはり意識していないと自分とイエス

様との関係、つながりが薄くなる危険があります。

教会に来るのも、ミサに参加するのも、自分の都合、

願いがかなえられることを祈り願うだけで終わって

しまうことが起こります。同時にイエス様との関係

を深めると言っても、どのようなことを大事にした

らよいのだろうかと思う人もたくさんおられるでし

ょう。漠然と体だけを教会に運ぶことで終わらない

ために何を大事にしたらよいでしょうか。私は、普

段から日常生活の中でイエス様を意識することの大

事さ、必要を思います。これは私の具体例ですが、

私は朝起きるとまず、天の父とイエス様と聖霊に心

を向け、今日も共にいて一緒に働いてくださるよう

に祈り願います。そして小聖堂で天の父、イエス様、

聖霊と対話をします。具体的には、まず天の父、イ

エス様、聖霊と呼びかけ、毎日たくさんの賜物をい

ただいていることに感謝を捧げます。そして天の父

に今日もイエス様と聖霊を送ってくださるように祈

り願います。イエス様と聖霊が自分の内に今日もと

どまってくださり、共に働いてくださることを願い

ます。そして十字架上のイエス様を仰ぎながら、今

自分が一番イエス様に伝えたいこと、語りたいこと

を自然な形で話しています。そのような毎日のイエ

ス様とのつながり、関わりを続けているおかげで、

日々いろんなことが起こっても、心をイエス様に向

けて歩むことができています。私は一人ひとりがイ

エス様とつながる大事さを訴え続けたいです。私た

ちは何をするにしてもイエス様の助け、協力が必要

です。教会の活動もイエス様を意識せずに行ってい

るなら、人間の業で終わってしまうでしょう。今、

この世界に教会が必要なのは、イエス様とつながる

こと無しに私たちは真の平和を築くことができない

からです。イエス様は私たちの呼びかけに応えてく

ださる方です。イエス様を意識し、イエス様に語り

かけ、イエス様と共に歩む。それをこの世界に広げ

ていきたいです。 
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土地活用検討委員会の答申書を受けて 

 

教会委員長 H T 

前回の 2023 年度信徒大会での提言を受けて、｢土

地活用検討委員会｣が発足しました。｢土地活用検討

委員会｣には、現在駐車場として使用されている土地

を、建物建設を含めて、どのように活用するかにつ

いて検討をお願いしました。活動部から4名が選任さ

れ、信徒からも公募しましたが、応募者がおりませ

んでしたので、2 名の方にこちらから就任をお願いし、

6 名の委員で 6 月から 7 回にわたって検討が行われま

した。課題について多方面から丁寧にご検討いただ

き、感謝に堪えません。 

  

答申書では、｢土地活用検討委員会｣は「この検討

には、司祭、時には教区や地域教会を含めた対応が

必要であり、壮年層を中心とした構成員で充分に議

論し、将来を見据えた目的を決定して道筋を整えな

ければならない｣としています。また、「検討委員会

は、建築は地域教会を含めた福音宣教・共同宣教司

牧の課題である｣と中間報告の上申書で述べています。

この検討委員会の答申を受けて、教会では、今後ど

のようにこの問題を扱っていくかですが、検討委員

会からのメッセージとしては、まず戸塚教会全体で

今後のあり方・将来の姿を明確にすることによって、

土地活用の方向性も明らかになると述べていると理

解しました。 

 

 かつて戸塚教会では、2018 年 4 月から 2019 年 9

月までヴィジョン委員会で議論が行われ、中間報告

が提出されています。その中で、｢ヴィジョンその 1」

として｢小さな人々への気付きが共有できる教会（交

わりのために）｣が提言されました。今後の課題とし

て「『祈ること』『信仰を伝えること』に係わるヴィ

ジョンの検討｣と「共同宣教司牧推進チームの聖職者

を指導者として迎えた錬成会｣を開催することを提言

しています。残念ながら、中間報告が出されてから、

時間が経たないうちにコロナ禍が始まり、ヴィジョ

ンの検討はそのままになってしまいました。 

 ヴィジョン委員会の今後の課題として挙げられた

２つの課題は、その後の教会委員会に託されたもの

です。前半の｢小さな人々への気付きが共有できる教

会｣の提言は、福祉部主催の｢聴く会｣として実現しま

した。後半の｢共同宣教司牧｣に関する練成会は、ヴ

ィジョン委員会が提言したものとは多少の違いはあ

りますが、昨年の待降節の練成会で行われました。

今後も｢共同宣教司牧｣に関する勉強会は、継続的に

行われる予定です。 

 ヴィジョン委員会の中間報告を受けて、わたした

ちは｢共同宣教司牧｣の勉強会を続けて行く中で、答

申書にある戸塚教会で全信徒が共有できる｢祈るこ

と｣｢信仰を伝えること｣｢神の愛を証しすること｣の３

部門にわたる将来の教会への道筋を作り出す必要が

あります。今年度は、皆様の意見を伺いながら戸塚

教会のこれからの道筋を考える機会を継続的に作り

たいと考えています。｢共同宣教司牧｣について考え

ながら、皆さんと一緒に、神父様のおっしゃる｢元気

になる教会｣の姿を一緒に考えていけたらと思います。 

 

 皆様、それぞれお忙しいことと思います。日曜日

の貴重な時間ですが、どうか戸塚教会の今後のため

に少し時間を割いて、お声を聞かせてくださいます

よう、お願い致します。 

 また、この答申書に述べられている｢戸塚教会の現

状をどのように活用＝改善・改良したらよいか」を

検討して出された利用方法案については、担当部署

で検討して、協議事項として教会委員会に上げてい

ただき、その実現を検討していきたいと考えており

ます。どうぞ皆様のご協力をよろしくお願い致しま

す。 

 

 

 

 



3 

 

４月から新しい地区割に変わります 

 

教会委員会 

 戸塚教会の地区割が 2024 年４月１日から一部変更

になります。前田町が川上地区から名瀬地区に、上

柏尾町・柏尾町が舞岡地区から上矢部地区にそれぞ

れ変更されます。この変更は、将来の教会活動を見

据え、各地区のミサ参加者数を平準化するための措

置です。 

過去には、コロナ禍以前に2地区合同でのミサ後の

清掃や地区ごとのお茶当番が行われており、その際

に地区ごとの参加者数にばらつきがあることが確認

されました。教会運営に地区単位で参加できるよう

にするには、参加者の負担を考慮し、参加者数の差

を最小限に抑える必要があります。 

 さらに、各地区の世話人の任期は2年であり、地区

ごとに世話人の交代が円滑に行われるよう配慮され

ています。地区世話人の負担を考えると、長期間同

じ人が世話人を務める地区があることが課題となっ

ています。 

 また、地区内の高齢者や家族の中で一人だけの信

者の方への援助活動 (ご聖体授与や病者の塗油、ミサ

の送迎など)において、地区内の信者同士のつながり

が重要であることが指摘されています。定期的な地

区内の集まりを通じて、地区内の人との交流を深め、

助け合いのネットワークを構築することが計画され

ています。 

昨年から行われてきた主日のミサ参加者のアンケ

ート調査では、参加者数の多い地区と少ない地区が

明らかになりました。それを踏まえ、参加者数の平

準化を図るために地区割の変更が行われることとな

りました。 

この地区割の変更は、教会全体の活動をより円滑

に進め、信徒全員がより充実した信仰生活を送るた

めの一環として行われます。今後も、戸塚教会の皆

様のご理解とご協力をいただきながら、より良い教

会共同体を築いていきたいと考えています。 

 

 

新しいカトリック戸塚教会地区一覧 

地区名 所属する地区名 

川上地区 
戸塚区：川上町・品濃町・平戸・平戸町 

区外：保土ケ谷区・南区・西区 

名瀬地区 
戸塚区：名瀬町・秋葉町・前田町 

区外：都筑区・港北区・神奈川区・青葉区・旭区・鶴見区 

上矢部地区 
戸塚区：上矢部町・鳥が丘・上柏尾町・柏尾町 

区外：横浜市外・外国 

矢部地区 
戸塚区：矢部町 

区外：横浜市外・外国 

吉田地区 
戸塚区：吉田町・上倉田町・下倉田町 

区外：栄区 

舞岡地区 
戸塚区：舞岡町・南舞岡 

区外：港南区・金沢区・磯子区・中区 

戸塚地区 戸塚区：戸塚町 

汲沢地区 
戸塚区：汲沢・汲沢町 

区外：戸塚区原宿町･深谷町･俣野町、泉区中田･下和泉･上飯田 
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               （教学部と福音宣教部の協働企画） 

 

 来月４月より、信徒のための信徒による「信徒養成講座」が始まります。今回は２つの集いがそれぞれ毎月

１回のゆったりとしたペースで進められます。毎回ではなくても、気が向かれた時に自由にご参加ください。

この二つの集いから、学び・分かち合い・祈るという「交わりの場としての教会」の体験が生まれますよう期

待しております。 ご案内は戸塚教会の信徒 S です。  

それぞれの集いの基本テキストは、以下の通りです。 

・ 教皇フランシスコ 使徒的勧告 「喜びに喜べ」 カトリック中央協議会 

・ 新共同訳 新約聖書 「ヨハネによる福音書」ほか 

 

（1） ＜フランシスコ教皇の 『喜びに喜べ』 を読む会＞ 

 先日、「ローマ法王のアンサー」というドキュメンタリー（2023 年 Disney+）を見る機

会がありました。世界中からローマに集まった 10 人の若者たちと、ローマの下町でフラ

ンシスコが気さくに語り合うもので、若者たちの現実と経験から絞り出される質問は、

教会にとって難問ばかりでした。しかし、フランシスコ教皇は視聴する私の緊張にも関

わらず、彼らに寄り添う柔軟で温かい回答で驚かされました。 

 2013 年の着座以来、フランシスコは今までの教皇にはなかった二つの魅力で私たちに

語り掛けてきました。一つは、今の世界に向かって理解できる言葉で、現代の「教父」

として語り掛け、二つ目は、教皇の出自であるイエズス会の「識別」という霊性によって、聖性に向けて生き

ている信仰者として語って来ました。 マタイ福音書5 章 11、12 節でイエスは「わたしのためにののしられ、

迫害され、身に覚えのないことであらゆる悪口を浴びせられるとき、あなたがたは幸いである。」と言われ、そ

してそれゆえに「喜びなさい。大いに喜びなさい。」と言われます。この逆説的にも聞こえる喜びの根拠を、フ

ランシスコ教皇はこの使徒的勧告で見事に語っています。 

 

＜開催予定＞毎月 1回、第 1土曜日 10時～12時 ※第 1回目は 4月 6日（土）開催 （8月は休み） 

場所は戸塚教会の 2F集会室、あるいは 1F聖堂内 

 

  

（2） ＜ヨハネによる福音書を読む会＞ 
 仏教の世界には「写経」という「行」があります。目的こそ違え聖書の句を、心を整えて臨書

するのは「レクチオ・ディヴィナ」にも似た祈りのようです。「道」という字が好きで、ヨハネ

福音書 14 章-6 は「写経」に近い思いで書くことができます。このイエスが語られた「道」は、

使徒言行録 9 章-2 でサウロが初代教会のキリスト者たちを「この道に従う者」として迫害したと

いう「イエスの道」を生きた人たちのことでした。 

三つの共観福音書とはまったく趣を異にするイエスの姿を伝えてきたヨハネ福音書を丁寧に読

み、思い巡らす時、2000 年の間教会を支えてきた「イエスは誰なのか？」とい問いかけを体験

するでしょう。 この集いでは、新約聖書が形成されてきた初代教会の状況に配慮しながら、そ

の途方もない昔に語られた福音が、現代の私たちにも同質の問いかけをしていることにも気づく

ことが出来ればと思います。 

 

 

 

＜開催予定＞毎月 1回、第 3土曜日 13時～15時 ※第 1回目は 4月 20日（土）開催 

        （8月は休み）場所は戸塚教会の 2F集会室、あるいは 1F聖堂内 

 

講座開始のお知らせ 
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復活祭パーティのイースターエッグ（再掲） 

3 月 31 日(日)復活祭パーティのイースターエッグは、今年も部で用意いたしますので、当

日、お持ちにならないようにお願いします。 

 

 

 

１） NPO法人「福島やさい畑」販売協力 

2月25日（日）は、冷たい雨にもかかわらず、信徒の皆様のご理解により、89,080円の額に達しまし

た。販売支援のボランティアの皆様にも感謝です。次回は4月28日、春野菜にご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

２） 能登半島地震、カリタスボランティア募集開始 

カリタスのとサポートセンター（金沢教会内）の災害ボランティア募集が始ま

りました。下記のQRコードで詳細をご覧ください。 

 

３） ステラマリス毛糸の帽子プロジェクト・ボランティア募集 

ステラマリスは、1920年にグラスゴー（英国）で開始され、カトリック教会が全世界で展開する船員

司牧・支援の活動です。横浜教区のステラマリスは教区内の横浜港、川崎港、清水港等で様々な活動を

展開しています。その一端を担う、戸塚教会の「毛糸の帽子を編むサークル」をのぞいてみませんか？ 

月に１回、会話を楽しみながら、帽子を編んでいます。編み物が苦手なあなたにも編み方を手ほどきし

ます。折り紙も折っています。次回は、4月3日（水）と4月24日（水）の13時〜15時、2階の集会室

で開催します。福祉部員に気軽に声をおかけ下さい。また、戸塚教会は中和田教会と共に、「カリタス

石巻ベース」の帽子の編み手さんを支援しています。 

 

 

 

 

 

 

４）戸塚教会お任せパック 

  お任せパックの新規の希望など問い合わせは福祉部員までお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 

行事親睦部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  
 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜3月度定例教会委員会（3/10）＞ 

【協議事項】 

 （１) 3 月ミサ行事日程表の確認（典礼部） 

（教会便りには確認後の内容を掲載） 

（２）信徒大会の意見に対する回答(委員長) 

・信徒大会に係る文書での意見に対する教会委員会

として回答文案を検討した。議事録と回答文の信徒

へのお知らせ方法は、階段下掲示板に議事録を掲示

し、教会 HP の信徒専用のページに掲載する。信徒専

用ページパスワードはメール連絡の際に案内する。 

・教会委員会は現在毎月第 2 日曜に 2F 会議室で開催

しているが、各種活動に支障が出ないよう 5 月の委

員会から毎月第 2 土曜の午前中に実施（初回は 5 月

11 日(土)） 

(3) 折畳式パーテーション追加購入（教学部） 

・あと２枚を管財部で購入し組立等を対応。 

（4）地区会の開催について(総務部・委員長) 

・４月から順次地区会を開催していきたい。 

・毎回２地区、4 月 7 日（日）川上・名瀬地区、4 月

28 日（日）上矢部・矢部地区、5 月 12 日（日）吉

田・舞岡地区、5 月 26 日（日）戸塚・汲沢地区 

・教会内で地区別に関係者が集まる形態 

・内容は、自己紹介、高齢者の情報交換、今年度の

世話人の選出、戸塚教会に求めることなど。ミサ時

のお知らせで伝えるとともに、メール・FAX により

地区限定でお知らせする。 

・教会になかなか来られない方とのつながりの復

活・強化、若い信徒の具体的な異動状況を地区会で

把握・必要な場合に働きかけ、ご高齢の方向けの乗

用車の送迎のお知らせ等も連絡・調整事項にできれ

ばよい。 

（5）教会に来られていない人に向けた復活祭のお祝

いカードと近況伺い送付（総務部・委員長） 

・教会に来られていない高齢者に向けて、復活祭の

お祝いカード、神父様のことば、近況伺いのはが

き、葬儀の手引きを、戸塚教会の封筒に入れて、復

活祭直前に郵送することについて協議した。 

・＜総務部資料＞の内容を官製はがきに印刷する予

定で、100 部くらいを見込んでいる。 

・基本的に原案通りとし、送付の趣旨と対象（昨年

の敬老のお祝いに欠席された方）を追記、｢葬儀の手

引き｣も紙とデザインを考えて同封する。 

(6)Amazon 等ネット購入の際の領収証の取り扱い

について（財務部） 

・下記の司教区からの要請を各部で共有する。 

①できれば紙の領収書が出る処から仕入れを 

②アマゾン等で購入した場合、アマゾンが指示する

方法で領収書をダウンロートして保存 

③個人で保存するのは大変なので、教区と相談して

保存方法は検討する（教区に直接送ってもらうこと

は考えます） 

④保存については ●●教会●月●日●●購入 

・これからの電子帳簿保存法実施に当たり、財務部

専用のメールアドレスを作り保存する。 

・財務部：①はできるだけアスクルで対応してほし

い。②はアマゾンサイトからインボイス（的確請求

書）を pdf 出力し教会アドレスと別の特定アドレス

（財務部にて作成）に保存する運用に変更。 

・今後各種領収書の電子データ化が進み、紙媒体利

用に追加費用がかかることを回避することも重要な

ので、追加費用が発生する場合は電子データで対応 

・今後の「おまかせパック」の扱い（さらに良い効

果が得られる方法等）について委員会で再検討。来

月、福祉部とすり合わせる予定。 

（7）「聴く会」ファミリーホーム べテル好士信之

さんの講演会について（福祉部） 

・第 2 回（9 月 29 日(日)）の講演会（テーマと実施

可は確定済）開催、教会使用は原案通り承認。 

・7 月 13 日(土)第 5 地区の行事へ戸塚教会のプロジ

ェクター（M さん立ち合い）貸出は承認。 

(8)24 年度の保全と大掃除について（管財部） 

・保全：６月９日(日)、草取りと側道の側溝の清掃 

・大掃除：11 月 3 日(日) 

例年、大掃除とクリスマスの飾り付けは待降節直前

の日曜日に実施していましたが、日曜日の信徒の負

担が大きいことから分けたい。また、床清掃は例年 2

年に一度業者に依頼していましたが、業者を変え金

額が半額になったことと負担軽減のため毎年実施 

・地下の LED 化工事に伴う聖堂での追加工事は午前

中はミサと重なるので不可、工事業者に通知する。 
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［報告事項］ 

【委員長】 

・2 月 24 日(土)に、中和田教会献堂 50 周年記念式

典が梅村司教様、第5地区の神父様方ならびに教会委

員長を招いて行われた。  

・2 月 25 日(日)に、大船教会で第５地区委員長会議、

第５地区共同宣教司牧委員会が開催され、｢レクチ

オ･ディヴィナの集い｣スケジュールが配布された。 

【財務部】 

①四旬節愛の献金は聖木曜日のミサ前まで行います。

引き続き多くの皆様のご協力とお祈りをよろしくお

願いたします。 

②聖金曜日に聖地のための献金（臨時指定献金）が

あります。今、聖地にいらっしゃる方々はかなり大

変な状況で、今年は司教様から横浜教区としてしっ

かり聖地への援助をしていきたいとの強いメッセー

ジがありました。一人でも多くの皆様のご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

【管財部】 

①地下駐車場 LED 照明化のお工事を業者に依頼した。  

工事日程が決まりましたら連絡する。   

② 土木事務所による教会南側斜面の除草が行われた。  

③ 教会前庭の敷石の補修、駐車場の看板、白線の引

き直し、玄関扉の亜麻仁油塗布等の補修を計画中。

安全等に影響がありそうなら事前に連絡する。 

【典礼部】※ミサ行事予定表も参照ください 

資料に沿って四旬節〜聖週間の予定などを確認した。 

【教学部】  

①2/17(土)、3/16(土) 11：00〜12：00 Zoom

を使って信仰を深める講座 田丸神父様  

②2/21(水) 14：00〜15：30 祈りを深める分か

ち合いの集い 田丸神父様（3 月は祝日のためなし）  

③3/3(日)四旬節練成会の動画をホームページの信徒

専用のサイトにアップします。  

④一粒会より ：梅村司教様司教叙階 25 年のお祝い

（銀祝）に霊的花束とメッセージをお送りしたい。  

ロビーに用紙があるので記入の上赤い箱に入れてく

ださい。多くの皆様のご協力をお願いします。 

 

【福音宣教部】 

①2 月 25 日（日） １5：00〜17：00 ２０２４年

度第１回神奈川第５地区共同宣教司牧委員会の開催  

※ 新年度にあたり４教会の教会委員長の交代と今

後の委員会運営方法について画期的な提案があり、

次回第２回以降の委員会形式を抜本的に刷新してい

くことを計画している。（委員会事務局から）  

②3 月 10 日（日） ミサ後〜12：00 オープンデー

開催（サンパウロ販売に併せて）  

【福祉部】 

①「福島やさい畑」②「毛糸の帽子サークル」  

：教会だより 3 月号原稿参照 

③「シスターS のお話会」  

シスターS（マリアの宣教者フランシスコ修道会戸塚

修道院）のお話会を原宿修道院にて、4 月 19 日(金）

もしくは 22 日（月）で参加者 10 名（内、福祉部 2

名）限定で企画する。     

④「聴く会」6 月 30 日横浜ダルク講演会  

教会内だけでなく、外向けにもお知らせする。 

 

【聖地のための献金】（財務部） 

14 世紀中ごろ、教皇クレメンス 6 世は、パレスチナ

各地の巡礼所とヨーロッパからの巡礼者保護をフラ

ンシスコ会に委託しました。その後、政情不安定な

聖地で苦労している修道者たちを支えるために行わ

れるようになった献金は、いつのころからか主の受

難と死を記念する聖金曜日にささげられるようにな

りました。全世界の教会からローマ教皇庁に集めら

れる献金は、現在、イスラエル、ヨルダン、キプロ

ス、パレスチナ自治区内にある数多くの巡礼所や聖

堂などの維持管理に充てられるほか、聖地の貧しい

兄弟のための福祉施設や教育施設の運営、奨学金や

生活保護などのために使われています。 

戸塚教会では聖金曜日にお願いしますが、来られな

い方は前もって封筒に「聖地のための献金」と書い

て献金ポストに入れていただくこともできます。 

皆様のお祈りとご協力をよろしくお願いいたします。 

 

次回教会委員会は 4/14(日) １１：１５〜 

 


